2025(R.7)年度　夏季自己評価表(免許、資格を持たない職員)
「教育における環境構成のねらいとポイント」

（評価例）５：よく理解している　４：おおむね理解している　３：なんとなく理解している
　　　　　２：ほとんど理解していない　１：初めて知った

	№
	評　　価　　項　　目
	評価平均

	1
	子どもは環境の中で成長・吸収し、学んでいくので、保育の中でも環境構成は大切である。
	4.5

	2
	「環境構成」とは、「人・物・場」等の環境を、子どもたちの成長・発達に合わ
せて工夫し、子どもたちの園生活が豊かなものになるよう構成することである。
	3.9

	3
	「人的環境」とは、担任や副担任に加え、園に関わる全ての職員の人柄や言動、
人間関係や雰囲気のことである
	4.3

	4
	「物的環境」とは、園庭・園舎・遊具・設備・玩具・絵本・紙芝居など、物理的・文化的なもののことである。
	3.9

	5
	子ども自身の興味や関心が刺激され、自分から関わりたくなるような魅力ある環境を構成することが重要である。
	4.0

	6
	子どもの命を守り、活動を支えていくために、衛星や安全の管理等について、全職員が意識統一し、常に配慮していくことが重要である。
	4.4

	7
	子どもの心身の健康と発達を支え得るよう、園での一日の生活が、子どもの発達や季節などに応じて、静と動のバランスのとれたものになるよう配慮することが重要である。
	3.8

	8
	子どもは身近な人との関りから影響を受けて育つので、安心して様々な人と関わる状況を作り出すことが重要である。
	4.3



考　察
　　・幼稚園教諭免許や保育資格を持たない職員であっても、子どもの成長にとって、「環境構成」が重要であることは概ね理解しているようだ。
　　・その反面、「環境」と言っても様々な要因があることを改めて周知し、子どもたちに与える影響を理解していく必要があると思われる。
　　・子どもの心身の健康と発達を支えるため、季節感や静と動のバランスが重要であることを踏まえ、各自の持ち場で子どもたちに関わって欲しい。
　　　

